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 夏休みの間に様々な進路面・学習面で、活動をしてきた生徒を約１か月にわたって、取り上げたいと思い

ます。同じ伊豆伊東高校生の夏休みの取り組みを知って、皆さん自身が２学期に何か自分の殻を破るきっ

かけにしてもらえればと思います。 

「仲間の存在が、長時間の学習に繋がった」 ２１HR 北郷君 22HR 水谷さん 

 ２年 学習合宿（希望者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２１日～２４日に、本校の会議室などを中心に学習合宿が行われました。本

来であれば、コロナ前は合宿形式で実施していた企画でしたが、ここ数年は合宿を

伴わない形で実施していました。今年度は、１日だけは泊を伴う形で学習合宿を実

施することになり、夜遅くまで自習に取り組む２年生の姿が見られました。 

４日間で４０時間以上の学習に取り組んだ生徒もおり、自分の限界に挑戦すると

共に、１年後に迫った受験に向けて、自分の気持ちを高めることにつながったよう

です。今回はその企画に参加した、２名の２年生にインタビューしました。 

 

 

最初はモチベーションが全くなかったです（笑） 

３００分の長時間の自習時間が憂鬱でしたが、最終

日にテストがあり、４日間でやるべきことがわかっ

ていたので、意外と勉強はコツコツとできた印象が

ありました。３日目になると、眠気との戦いもありま

した。長時間の自習をこれまで経験したことがなか

ったので、心配なこともありましたが、今回は周りの

友人が集中してかんばっている姿を目の前で見てい

たので、最後まで集中することができました。 

今回の学習合宿に参加して、自分でどうやったら

やる気をあげられるかということは、依然として課

題だと感じますが、集中して頑張った経験はとても

貴重でした。自分でもこんなにできるのかという自信

に繋がりました。 

水谷さん 

 

スマホも回収されるということを聞き、４日間耐

えられるかという不安がありました。ただ、始まっ

てみると、周りでものすごく集中して取り組んでい

る友人が多く、やっている間はスマホのことをすっ

かり忘れていました。振り返ってみると、意外と自

分はやれるなという感覚もありました。ただ、今回

は環境が整っていたので、その環境がないときや、

自分で管理しなければならないときに、この集中し

て取り組めた状況を作り出せるかということが課

題だと感じています。 

今回の学習合宿では、学校に宿泊するなど、仲間

と一緒に貴重な経験をできたと思います。２年生で

これだけ頑張ることができたという経験を糧にし

て、これからの学校生活に生かしていきたいです。 

北郷君 

↑学習合宿の様子 



「働くことの意義や大変さを実感できた」 2３HR 相良さん、２６HR小柳出君 

 ２年 インターンシップ（希望者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップとは、「実際に企業などで仕事を体験することで、その実態を

学ぶ、職業体験」です。高校だけでなく、中学校や大学でも実施されていて、自分

の進路選びや就職活動につながる重要な取り組みです。 

特に大学生の場合は、自分がその企業を見ると同時に、企業側もその学生を見

るという意味合いも強く、採用に大きく関わります。高校生の場合も、インターン

シップの参加経験が進路決定を大きく左右する場合があります。その企業や職種

への強い興味と意欲の表れとして、就職でも進学でも学校推薦を受けるための重

要な実績として評価されるものです。 （ビジマネ科 進路シラバスより抜粋） 

 

 

今回の実習では、パンの袋詰め、皿洗い、商品の

提供などを行いました。１年次のインターンシップを

終えて、新たに興味を持った製造業を経験したいと

いう思いで今回参加しました。１年次はできなかっ

たことが多かったですが、今回はお客さんが来た際

に周りに気を配れるようになっていました。 

一方、課題としては仕事を早くこなすということ

が挙げられます。丁寧に仕事に取り組むことで、た

くさんの仕事を同時にこなすことへの注意が散漫

になっていたのが課題です。 

これからは、「考えること」を日頃からトレーニン

グしていく必要があると感じました。言われたこと

だけをするのではなく、その状況に応じて自分で考え

て取り組むことを大事にしていきたいです。 

 

小柳出君 実習先 山茶花（製造業） 

 

今回の実習では、１日目には職員課という部署に

配属され、広報物の制作を行いました。２日目は生

涯学習課に配属され、イベントの企画・運営の手伝

いを行いました。市役所の業務は、思った以上に肉

体労働もあり、体力がないと厳しいなと感じまし

た。また、実習を通して市役所という組織が、想像以

上にたくさんの部署から成り立っているということを

初めて知り、市民に直接関わる課だけではなく、職

員のための課・仕事があるということを知れたのは

とても有意義でした。 

今回の実習を終えて、どの部署でもコミュニケー

ション能力が必要だということを実感しました。今

のうちから、様々な人と関わりをもち、話をする機

会や経験を積んでおくことが大事だと感じました。 

 

相良さん 実習先 市役所 

 

外部の団体（大学や企業など）が実施している企画に参加するというこ

とも大事ですが、伊豆伊東高校の中でも多様な企画を準備しています。

募集の連絡を見たり、先生から話があった際には、チャレンジする姿勢

を持ってみるといいですね！まず、行動しよう！ 

編集後記 

↑インターンシップの様子（様々な場所でお世話になりました） 


